
●震災復興手話イ ベ ン ト

主催 : デフ ･ ウ イ ンタ ー フ ェ ス テ ィ パ ル i n SENDÅl

V O l . 3 実行委員会 ( み やぎ手話工房フ ロ ム ハ ー

ト内)

★ 日時 : 2 0 1 3 年 1 月 1 2 田 ( 土)

1 8 : 0 0 ′ 〉 2 0 : 3 0 ( 開場 : 1 7 : 3 0 )

★会場 : 仙台市福祉プラザ ( 2 F : ふれ あい ホ ー ル)
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大人 1 . 5 0 0 円

学生① く高校 ･ 専門 ･ 大学) 1 . 0 0 0 円

学生⑳ ( 小学 ･ 中学) 5 0 0 円

小学生以 下 無料

鱒 当日券妊前売より5 0 0 円増 となります ｡

★定員 先曹申込 2 5 0 名

★お問い合わせ先

デフ ･ ウ ィ ンタ ー フ ェ ステ ィ バル i n S E N D Al 事務局
〒9 8 3 イ冶2 4 I山台市宮城野区鶴ヶ谷 2 - 1 案 1 市営 1 梗 3 1 3 写
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世 界や軍内 で 活 1

されて い る タ ンス

パフ ォ ー マ ー

､ 手転

パ フ ォ ー マ ー

､ デフ

マジシ ャ ン ､ デフ俳

♯､ デフ搭静まなと

異色の メ ン バ ー が

仙台に参集し､ 憮■

宇 野イ ベ ン トの 痴

損にかけつけます.

皆で r 絆J をより深

め新 しい 年を迎 え

ま しょう ! I

《申 込方捻》
代表者の お塵飴 一 位所 ･

メ ー

ル ア･F レ 不
~ ･ F A X

辞号 ｡

･ 希望チタ
_
タ ト種類

と枚数を明視-L セ､ メ ー

ル鱒
､ 平鹿 にて 細 風まで

鱒申 し込み下 劉転

受付 胞 鱒､
..
事♯河より

蜘 券代金あ擬払先を~お

知 らせ い た しますi 入金

袖 しだい藍埋葬盈羞付

い た します.

● こ の催 しは ､ 赤 い羽根共同募金の 助成を受けて開催するもの です ｡

光 事幣がわからない方も音声 日本語で♯ しめるように通訳付書とな っ ております｡



デフ十ウイ･･ネタ
ー フ ェ ス デイ/rル 血 5 甜 A J Ⅵ 止3

デフ ー 福

& 池田大輔

大 阪の デフ対棄京

のデフ ｡ デフ ー 福は

おな じみ の 手 話落

語家｡ 池田 大輔は日

本ろ う者劇団所 属

の俳優｡ こ の 二人が

友情出演と して 初

の コ ラボ 出演 ? ?

e m i X T a t s u

復興応援特別ゲス ト

H A N D S I G N

手話とタン スを取り入れたパフ ォ
ー

マ ンス ｡ 数々 のダン ス コ ンク ー ルに入

賞｡ 現在､ ろう学校等訪問 し､ 手話ダ

ン スの普及活動にも精力的に動いて

い る ｡

N O B U

日 本 ろ う マ ジ シ ャ

ンの 若手ホ ー プ｡

2 0 1 0 年 世 界ろ

うあ壱 マ ジ シ ャ ン

大会ステ ー ジ部 門

1 位を痙得｡ 現在国

内や海外 にて ろ う

マ ジ ッ ク の 普及 や

発展 に 向けて 活躍

中!

マ カ ロ ー ニ & し ゆ わ ッ プ ri n g

ろう者と聴音のタン ス ユ = ツ ろ う者2 人､ 聴菩 2 人 の ダン ス チ ー ム ｡ 手 話と

卜｡ 復興応援参加 で す! タ ッ プダ ンス を コ ラボとした創作タン ス は 必見

です｡ 友情出演で の参加 です! !




